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はじめに 

 

日野市では、これまで、｢誰もが安心してすごせるまちづくり｣を目的として、日野市福

祉環境整備要綱（昭和63年4月制定）によりバリアフリーのまちづくりを推進してきました。 

その後、平成 12 年に施行された地方分権一括法では、「普通地方公共団体は、義務を

課し、又は権利を制限するには、法令に特別の定めがある場合を除くほか、条例によらな

ければならない（地方自治法第 14 条第 2 項）」と定められ、日野市福祉環境整備要綱に義

務等の強制力を持たせるには、要綱の見直しが急務の課題となっていました。 

また、平成 15 年 4 月のハートビル法改正では、法に基づく地方公共団体独自の条例を

策定することによって、必要な制限を付加することができるようになり、この活用も課題

となってきました。 
 

一方、日野市では、平成 15 年度に実施した日野市まちづくり条例の市民プロポーザル

で、バリアフリーのまちづくりに関する要望が多く上げられるなど、バリアフリーのまち

づくりに関する市民の期待が高まっていました。 
 

市も、平成 16 年度以降、市民参画による「交通バリアフリー基本構想」の策定や「公

園探検隊」「道路点検隊」といった市民との協働によるバリアフリー化整備など、市民とと

もにバリアフリー環境整備を進めてきました。こうした取組みの過程で、利用者が本当に

使いやすい施設づくりを行うには、こうした市民参画・利用者意見の取入れを制度化し、

定常的に行うことが必要ではないかという声があがってきました。 
 

このような中、国は、平成 18 年 6 月 21 日に、ハートビル法（建築部門）と交通バリ

アフリー法（交通分野）を一体させ、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する

法律（バリアフリー新法）」を公布しました。これにより、社会的にも、建築物と交通の一

体的なバリアフリー化が、より一層推し進められることとなりました。 
 

これらの動向を受け、日野市では、誰もが安心して暮らせる地域社会の形成を実現する

ため、バリアフリーのみならず、ユニバーサルデザインのまちづくりを推進するための制

度として、条例の導入を検討することにしました。そして、検討機関として、学識経験者、

市民、高齢者・女性・商業・観光関係の団体などの関係市民団体、住宅・建築関連団体、

障害者団体の代表などからなる「日野市ユニバーサルデザイン推進条例検討委員会」を設

置し、平成 19 年 3 月、検討をスタートしました。 
 



 

当提言書は、この「日野市ユニバーサルデザイン推進条例検討委員会」が 9 回にわたる

委員会で検討した議論をもとにとりまとめたものです。 
 

 この提言の趣旨が、できるだけ多く条例本文に反映されることを願ってやみません。 
 

平成 19 年１2 月 

日野市ユニバーサルデザイン推進条例検討委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）■ハートビル法 
正式名称：高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律 

（平成 6年法律第 44号） 
■交通バリアフリー法： 
正式名称：高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律 

（平成 12年法律第 68号） 
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